人の よい、 嘘の つけない 当惑の 皺 をよ せた。 

「あの 山 口さん て ひとは、 信用 も あるし、 よく 出来た 

男なん だけれ ど、 どうも 一 つ こまった ことがあ つてね、 

そいで あなたの こと をた のまれながら つい 渋って いた 

の」 

瀧 子 は、 我知らず 団扇 づ かい を 早めながら、 

「ゆうべ、 来たんで すよ、 突然」 と 云った。 

「へえ。 そうお？ 元の 細君だった 女が、 どんな 女で 

も 入れて みろ、 きっと 出して みせる つて 言って いるつ 

て いう 話が あるんで ね」 

真面目な 友 S1 から、 ゆき子 は 「私、 山 口さん に 言つ 



当に 始末が わるい つたら あり やしない」 

狭い 土地の 環境で は、 山 口 ほどの 男で もモ— ニン グ 

一着で も 身に つければ、 青年 学校の 主事と か 何とか 相 

当の 口の 利き 得る の は 実際な ので ある。 瀧 子 は、 それ 

が 一 番 無念な 気がした。 

「かま やしない、 私、 どこまで だって 頑ば る。 ほかの 

ことと 違う じ やない の。 それで 学校 やめさせる ような 

卑劣な こと を やるなら やれば いい」 

「なんて 生憎なん だろう …… 」 

そ^ 16 ITV ^9 

歎息す る ゆき子の 悄然と した 雀斑の ある 顔 を 見る と 

瀧 子 は その 弱腰 を 非難す る 気 も 失せる ので ある。 あち 
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